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第 4 回 日本地域医療学会学術集会のお知らせ 
（参加申込期限迫る） 

 

開催日：2025年10月11日（土）・12日（日） 

会 場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター（新潟県新潟市） 

 

●学術集会への積極的な参加をお願いします 

日本地域医療学会は、「地域医療を守る病院協議会」が中心となって設立された団体

です。学術集会を開催しており、第１回は令和４年2月に全国国民健康保険診療施設協

議会が、第２回は令和５年12月に全国自治体病院協議会（志摩市民病院）が、第３回

は地域包括ケア推進病棟協会（南砺市民病院）が主催者となっています。第４回となる

今回は JA全厚連が協力団体となり、JA新潟厚生連 あがの市民病院の藤森勝也病院長

を学会長として開催されます。 

地域医療に関わる皆さまの交流と学びの場として、ぜひご参加ください。 

 

●参加申込について 

参加申込期限は、９月５日（金）となります 

詳しくは、下記の公式ホームページをご覧ください。 

日本地域医療学会 学術集会ホームページ 

＜https://www.jach.or.jp/4gakujyutu/＞ 

 

●宿泊に関するご案内 

開催当日と同日に 新潟マラソン の開催も予定されています。 

そのため、宿泊施設の予約が取りにくくなったり、料金が上がる可能性があります。 

ご参加を検討されている方は、できるだけ早めのご予約をおすすめします。 

 

地域医療のこれからを、一緒に考える2日間。 

たくさんのご参加をお待ちしております！ 

 

  

日本地域医療学会 学術集会
ホームページ ＱＲコード 

https://www.jach.or.jp/4gakujyutu/
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第４回日本地域医療学会学術集会リーフレット 
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第 77回通常総会を開催 

令和６年度(第 77 年度)貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案及び 

注記表並びに事業報告を承認 

 

Ⅰ．第 77回通常総会の開催について 

７月 24日、本会は、東京・大手町のＪＡビル「401会議室」において第 77回通常

総会を開催した。 

総会の開会にあたり、長谷川浩敏代表理事会長が挨拶をした後、来賓として、自民

党議員連盟「農民の健康を創る会」会長の森山 衆議院議員並びに山野徹ＪＡ全中代

表理事会長より祝辞をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．議事内容 

議事に入り、① 第１号議案「令和６年度（第 77年度）貸借対照表、損益計算

書、剰余金処分案及び注記表並びに事業報告の承認に関する件（案）」、② 第２号

議案「理事の補欠選任に関する件（案）」、③「退任役員に対する役員退職慰労金

の支出に関する件（案）」を上程し、いずれも全会一致で承認された。 

 

 

 

 

 

祝辞を述べる森山 ・衆議院議員 
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Ⅲ．決議文の採択 

議事に引き続き、決議文の採択が行われた。 

決議では、ＪＡ厚生連と緊密に連携した中で、保健・医療・高齢者福祉事業を組

合員や地域住民に安定して提供できるよう取り組むとし、ＪＡ北海道厚生連の西本

会長が読み上げを行った。 

具体的には、① 診療報酬について、物価・賃金の上昇に応じた仕組みの導入お

よび入院基本料の引き上げを求める、②「有償病床に係る要件（平均５千円以

下）」及び「訪日外国人に係る診療費要件（１点 10円）」の見直しが実現するよう

取り組む、③ 令和６年度補正予算の活用について必要な支援を行うとともに、政

府に対して、更なる財政出動を求める、④ 地方交付税措置について、公的医療機

関が担う政策医療に十分な支援措置となるよう支援を求める等が決議された。 

 

 

 

祝辞を述べる山野徹・ＪＡ全中代表理事会長 

 

挨拶をする長谷川浩敏・代表理事会長 

 

決議文を読み上げる西本護・ＪＡ北海道厚生連代表理事会長 
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【決議文】 

 

 

決 議 文 

 

 物価の高騰や賃金の急激な上昇局面の中、ＪＡ厚生連の経営は非常に厳

しい状況に置かれている。本会は、ＪＡ厚生連と緊密に連携し、保健・医療・

高齢者福祉事業を組合員や地域住民に安定して提供できるよう、ここに決

議する。 

 

１．公定価格として２年毎に改定される診療報酬について、物価・賃金の上

昇に応じて適切にスライドする仕組みを導入するとともに、特に、入院基

本料の引上げを求める。 

 

１．社会情勢の変化を踏まえ、法人税非課税措置を受ける厚生連に適用され

る、「 有償病床に係る要件（平均５千円以下）」及び「 訪日外国人に係る

診療費要件（１点 10 円）」の見直しが実現するよう、令和８年度税制改正

要望に取り組む。 

 

１．令和７年度に繰り越された令和６年度補正予算（生産性向上・職場環境

整備等事業、病床数適正化支援事業等）の積極的な活用について必要な支

援を行うとともに、政府に対しては、令和７年度中に更なる財政出動を求

める。 

 

１．地方交付税措置について、公的医療機関が担う政策医療並びに不採算医

療等に配慮した制度の拡充が図られてきたが、実態として十分な支援措置

とはなっておらず、必要な支援を求める。 

 

令和７年７月 24日           

全国厚生農業協同組合連合会 通常総会 
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Ⅳ．役員の新体制について 

総会では、原喜代志氏、鈴木政成氏及び山内謙治氏が理事に新たに選任され

た。役員の新体制については、次のとおり。 

 

ＪＡ全厚連・新役員体制一覧 

 

代 表 理 事 会 長 長谷川浩敏（ＪＡ愛知厚生連 経営管理委員会会長） 

副 会 長 理 事 神農 佳人（ＪＡ長野厚生連 経営管理委員会会長） 

代表理事理事長 歸山 好尚（新任・学識経験者） 

理 事 西本  護（ＪＡ北海道厚生連 代表理事会長） 

理 事 原
はら

 喜代志
き よ し

（新任・ＪＡ福島厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 八木岡 努（ＪＡ茨城県厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 平本 光男（ＪＡ神奈川県厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 伊藤 能徳（ＪＡ新潟厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 鈴木
す ず き

 政
まさ

成
あき

（ＪＡ静岡厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 田中 義彦（新任・ＪＡ広島厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 松田 清見（ＪＡ徳島厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 山内
やまうち

 謙
けん

治
じ

（新任・ＪＡ愛媛厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 山野  徹（ＪＡ鹿児島県厚生連 経営管理委員会会長） 

理 事 二川 一男（有識者） 

理 事 三浦  進（有識者） 

 

代 表 監 事 平岡  武（ＪＡ山口厚生連 経営管理委員会会長） 

監 事 佐藤 佳二（全国共済農業協同組合連合会 常勤監事） 

監 事 内田 英憲（㈱ＪＡ新聞連 監査役） 
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小児医療体制及び周産期医療体制の現状と 

取組について等研修会を開催 

第 21回全国厚生連病院長会研修会 

 

全国の厚生連病院で組織する全国厚生連病院長会は８月２日、第 21 回全国厚生連病

院長会研修会を東京・御茶ノ水の東京ガーデンパレスにおいて開催し、18厚生連から 46

名の病院長等が参加した。  

当日は、「小児医療体制及び周産期医療体制の現状と取組について」（近藤祐史・厚生

労働省 医政局 地域医療計画課救急・周産期医療等対策室長）、「医師偏在対策について」

（松本憲明・厚生労働省 医政局 地域医療計画課医療確保対策専門官）、「法医学者から

みたヒトの死」（木下博之・科学警察研究所 所長）の３題の講演が行われた。 

近藤氏は講演で、周産期医療については、出生

数の減少に伴い分娩取扱医療機関が減少する一

方、地域では最低限の分娩体制を維持する必要が

あり、総合・地域周産期母子医療センターの役割

維持やオープン・セミオープンシステムの活用を

通じた地域連携が重要であると述べた。さらに、

妊婦に対する交通費補助などアクセス支援策や

周産期医療施設における産科病棟整備への補助

について説明した。小児医療については、三次は

基本的に都道府県に１か所ぐらいが基本であるため、一次、二次の小児医療をどう支え

るかが重要であると述べ、♯8000 の電話相談や医療的ケア児支援の拡充について説明

し、地域全体で小児・周産期医療を支える必要があると述べた。参加者からは、医師の

偏在や地域特性を踏まえた分娩施設維持の必要性など、現場の切実な声も相次ぎ、政策

に反映を求める意見が出された。 

松本氏は講演で、人口減少と高齢化の進展により医療需要は 2030 年前後にピークを

迎え、その後は減少する一方で、医師数は増加を続け、地域や診療科で偏在している現

状を説明した。都道府県では３年ごとに医師確保計画を策定し、地域枠や臨床研修の配

置調整で偏在是正を図っているほか、厚生労働省では医師少数地域での勤務経験を認定

する認定医師制度や医師の価値観、勤務・生活環境、キャリアパス等を踏まえた経済的

インセンティブを導入していることを説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近藤氏の講演の様子 
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また、全国的な医師マッチングやリカレント教育を

推進し、世代を超えた医師の流動性を高める方針を示

した。参加者からは、外科・小児科の医師不足、地域

枠離脱、大学の派遣力低下、シーリングの弊害など現

場の課題が提起されるなど、活発な質疑応答がなされ

た。 

木下氏の講演では、日本では年間約 160万人が死亡

し、そのうち約 20万人が検察官（司法警察員）によ

る検案対象となるが、解剖に至るのは２万人程度にと

どまり、法医学者は全国で 150 人ほどと極めて少な

く、体制の脆弱さが浮き彫りになっている状況について説明した。また、災害時には多

数の遺体への迅速な対応が求められるが、人材不足

や医療現場の負担が課題となっていると述べた。死

因究明は犯罪の見逃し防止だけでなく、公衆衛生の

向上にも不可欠であり、木下氏は最後に「死者が生

者を教える（屍は師なり）」という法医学の理念を紹

介し講演を終えた。参加者からは、「異常死増加にも

かかわらず、基礎系医学に進む医師が少ないため、

医師偏在も含めて根本から考え直す必要性を感じ

た」、「検死、法医学、また災害時の対応について、

法医学者であり科学警察研究所長である先生から広範なお話を興味深く拝聴した」等の

感想が寄せられた。 

  

 

松本氏の講演の様子 

 

木下氏の講演の様子 
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アカデミック・ディテーリングについて研修 

医薬品セミナーをＷＥＢ開催 

 

本会は８月８日、医薬品セミナーをＷＥＢで開催し、16厚生連から 43名が参加した。

本セミナーは、薬剤師の資質向上を目的として開催しており、当日は「アカデミック・

ディテーリングが、薬剤師を変える！基礎薬学を活用した個別最適化に貢献」（小茂

田昌代・アカデミック・ディテーリング研究会 代表理事、千葉西総合病院薬剤部顧

問、東京理科大学薬学部 客員教授）の講演が行なわれた。 

アカデミック・ディテーリングとは、コマーシャルベースではない公正中立な基礎

薬学と臨床のエビデンスを基に医薬品比較情報を能動的に発信する新たな医薬品情

報提供アプローチのことで、医師の処方行動に影響を与え、処方を最適化する活動で

あると説明された。 

特に、アメリカでの臨

床薬剤師の活動に触れ、

処方前から介入するア

カデミック・ディテーリ

ングの有効性を紹介し、

基礎薬学と臨床エビデ

ンスを融合させること

で、ガイドラインの限界

を超えた個別最適化が可能になると述べた。 

また、日本の薬剤師には「伸びしろ」があるとし、薬剤師の役割は疑義照会にとど

まらず処方支援と最適化にあり、教育改革と資材開発を通じて薬剤師が処方行動に積

極的に関与し、患者に最もふさわしい治療を届ける時代を切り拓くべきと訴えた。 

参加者からは、「アカデミック・ディテーリングの重要性について理解することが

でき、とても良かった」、「アカデミック・ディテーリングはこれからの薬剤師に必須

のスキルになると感じた。是非これからもこの考え方を広めてもらいたいと思う」等

の感想が寄せられた。 

  

 

セミナーのようす 
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令和７年度 職員の健康に向けた 
体組成測定器の解放実施 

 
（ＪＡ岩手県厚生連） 

ＪＡ岩手県厚生連では、衛生委員会活動の一環として、職員の健康に対する意識を

高め、健康管理につなげる取り組みを実施しています。 

８月５日～８月 29 日の期間、体組成測定器を施設内の各会場に巡回設置し、少し

でもたくさんの職員に健康の重要性を知っていただくため活動しました。体組成測定

器は体重、ＢＭＩ値、筋肉量、体内年齢等の測定ができ、健康状態に合わせたパンフ

レットを複数設置し配布しました。本会、保健師の指導の下、必要に応じた健康管理

情報の提供をおこないました。職員同士のコミュニケーションにもつながり楽しく健

康について学んでいます。 

今後もＪＡ岩手県厚生連は職員の健康意識向上に向け活動を継続していく方針で

す。 

（藤原真之通信員）  

 
体組成測定器を設置の様子 

 
保健師指導の下体組成測定の様子 

 
健康状態に合わせたパンフレット提供の様子 
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第 48回盛岡さんさ踊り 2025の参加 
 

（ＪＡ岩手県厚生連） 

ＪＡ岩手県厚生連では、８月１～４日に開催された「第 48 回盛岡さんさ踊り」に

参加しました。４日間のパレード参加人数は延べ１万 6,000 人、観客は約 110万人の

来場者数でした。 

８月１日第１集団にて、ＪＡグループ総勢 240名が参加し、ＪＡ岩手県厚生連から

は 44 名の参加でした。本年は花形の太鼓リーダーを厚生連が務め、チームの最前列

にて牽引するかたちになりました。気温 30 度を超える炎天下での活動に備え救護班

が配置され、厚生連の保健師が活躍しました。太鼓と踊りの精一杯の活気ある掛け声

が響き渡り、参加者全員が楽しく参加できました。 

ＪＡ岩手県厚生連は、今後も地域を盛り上げる活動に参加していきます。 

（藤原真之通信員）  

 
さんさ踊り JA いわてグループ横断幕の様子 

 
さんさ踊りスタート直前の様子 
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泌尿器科の常勤医による診療を再開しました 
 

（ＪＡ秋田厚生連・雄勝中央病院） 

雄勝中央病院（小松田敦病院長）の泌尿器科では非常勤医師による外来診療を中心

とした対応を続けてまいりましたが、このたび４月より常勤医師１名が新たに赴任し、

新しい体制のもとで診療を行っております。これまでは入院による治療が必要な患者

さんを平鹿総合病院（堀口聡病院長）や大曲厚生医療センター（三浦康病院長）へ紹

介しておりましたが、現在は当院でも入院対応が可能となりました。すでに入院治療

を受けられ、無事に退院された患者さんもいらっしゃいます。 

また、泌尿器科では重要な検査の一つとして、前立腺がん検診の三次検診で行う「前

立腺生検（組織を採取して調べる検査）」がありますが、当院では現在この検査に対

応出来ておらず、対象の方には他の医療機関での検査をお願いしてきました。現在、

前立腺生検の実施に向けた準備を進めており、年度内には当院でも検査が可能となる

見込みです。 

さらに、手術治療については、主に膀胱の疾患を対象とした経尿道的手術を中心に

段階的に再開しております。 

これまで地域の皆さまにはご不便をおかけしてまいりましたが、今後も泌尿器科領

域の診療機能を充実させ、地域の医療を支える病院として、一層努力してまいります。 

（斉藤瑞希通信員）  

 
新しく赴任した泌尿器科伊藤Ｄｒ． 
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秋田県農村医学会第 127回学術大会 
学術研究を通して地域医療・保健・福祉を考える 

 
（ＪＡ秋田厚生連・一般財団法人秋田県農村医学会） 

７月 12 日、秋田県ＪＡビルにおいて、秋田県農村医学会第 127 回学術大会（学術

大会会長 小松田敦 雄勝中央病院院長）を開催しました。 

学術大会には、秋田県厚生連の職員、県内医療関係者、一般会員等、約 400名が参

加し、医療・保健・福祉の質の向上を目的に、幅広い分野から研究発表が行われ、メ

イン会場の大ホールでは、特別講演が行われたほか、43題の会員講演（一般演題）は

メイン会場を含む４会場に分かれて実施しました。 

特別講演では、秋田大学の山本浩史講師から『広域医療過疎地域における遠隔医療

の発展を目指して：秋田大学の立場から』をテーマに講演していただきました。全国

の高齢化率と比較した秋田県の高齢化率の高さから、今後秋田県のように限界集落を

多く抱えた広域医療過疎の地域にとって、遠隔医療の推進は重要な役割を果たすこと

と合わせ、今後の新しい医療の在り方をご講演いただきました。また、質疑応答の際

も活発に意見交換が行われ、会場の多くの方が真剣に聞き入る姿勢に関心の高さを感

じました。 

この度の学術大会にご参加いただいた全ての皆様に深く感謝を申し上げます。 

（斉藤瑞希通信員）  

 
特別講演の様子 
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第 83回関東農村医学会を開催 
 

（ＪＡ茨城県厚生連・ＪＡとりで総合医療センター） 

ＪＡ茨城県厚生連の経営するＪＡとりで総合医療センター（冨滿弘之病院長）は、

７月 26日つくば市の国際会議場（エポカルつくば）において第 83 回関東農村医学会

を開催しました。今回は「理解して前に進む ―病院大淘汰時代の厚生連病院の取り

組み―」をテーマに、会場には約 400人の医療従事者が集まり、病院を取り巻く厳し

い現状を乗り越えるためのさまざまな実践例が発表されました。 

開会にあたり、学会長の冨滿弘之病院長は「現在、病院が“大淘汰時代”と言われ

る厳しい状況であるため、本日の学会でそれぞれが知恵を持ち寄り、学び合い、それ

を職場に持ち帰って実践してほしい」と呼びかけました。 

様々な取り組みの発表が各ブースで行われ、参加者は熱心に耳を傾けていた。また

シンポジウムにおいては、国家資格を持つ専門職で構成されている医療現場を束ね、

共通の目標に向かわせる役割である事務職の重要性にも注目が集まりました。 

参加者からは「病院が厳しい時代を迎える中で、他施設の取組みを知ることができ

有意義だった」との声が寄せられました。茨城県厚生連は今後もこうした情報共有を

通じて、地域医療の向上を目指してまいります。 

                           （先﨑理恵通信員）  

 

シンポジウム「病院における事務の力」の様子 
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高校生向けインターンシップを開催 
 

（ＪＡ茨城県厚生連・総合病院土浦協同病院） 

ＪＡ茨城県厚生連が運営する総合病院土浦協同病院（広岡一信病院長）は、茨城県

内の病院薬剤師不足の現状を受けて、夏休みを利用した８月６日、13 日に県南地域

の高校生を対象としたインターンシップを開催した。 

調剤室見学、化学療法や調剤ロボット体験、先輩薬剤師や薬学生との交流会などが

企画され、実際に病院薬剤師という仕事を見て、将来を考え始めた高校生が進路選択

や受験勉強のモチベーションアップへと繋がるような内容となっている。 

インターンシップは２日間で 54 名が参加し、交流会では予定時間を超過するほど

活発な質疑が交わされ大いに盛り上がった。 

参加した男子高校生は「薬剤師業務の見学や、薬学生から受験勉強や大学生活など

の体験談を聞くことができ、ぼんやりとしていた将来の目標がはっきりした」と笑顔

で答えた。 

インターンシップを企画した薬剤部 安藤寛子副部長は「県内の病院薬剤師不足は

深刻。薬剤師の確保が目的だが、みなさんの進路選択の一助になれば企画した甲斐が

ある」と語った。 

インターンシップにはＮＨＫ水戸放送局や地元新聞社の取材も入り、茨城県内の病

院薬剤師不足問題の特集も組まれた。 

ＪＡ茨城県厚生連では薬学生のキャリア支援策として、独自の奨学金制度も整備し、

地域医療を支える薬剤師の育成を積極的に後押ししている。 

 （先﨑理恵通信員）  

 

薬剤師から調剤ロボットの説明を受ける高校生たち 

 

先輩薬剤師との交流会 
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新病院長が就任いたしました 
 
（ＪＡ神奈川県厚生連・相模原協同病院） 

７月１日より相模原協同病院の院長を拝命いたしました荒木正雄と申します。 

地域の皆様に真に信頼される病院として、「一人は万人のために、万人は一人のた

めに」を基本理念として安心・安全で高度な医療を提供できるよう職員一丸となり、

精進していく所存です。皆様のご理解、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

（石井朋華通信員）  

 

相模原協同病院新院長の荒木正雄先生 
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第 17回相模原北部緩和医療研究会を開催しました 
 
（ＪＡ神奈川県厚生連・相模原協同病院） 

相模原協同病院（荒木正雄病院長）で、７月９日に第 17 回相模原北部緩和医療研

究会が行われました。 

一題目の「当院における麻薬の管理」については、当院の薬局の星野菜月薬剤師が

担当しました。院内の麻薬管理はたいへん厳格に行われていますが、ルールに基づい

て患者さんによる自己管理も行えるような取り組みを紹介しました。 

二題目は「訪問看護におけるがん緩和ケアの実際」と題して、ＪＡ訪問看護ステー

ションさがみはらの大城恵子所長が講演を行いました。ここでは技術的な説明のみな

らず、実際の症例を詳しく提示することで、リアルな臨場感とともに在宅医療の現場

について説明しました。 

会場参加とＷＥＢ視聴を合わせて 67 名の方々にご参加いただきました。ご参加い

ただきました皆様に心より感謝申し上げます。 

（石井朋華通信員）  

 

 

研究会の様子 
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院内防災訓練を実施しました 
 
（ＪＡ神奈川県厚生連・伊勢原協同病院） 

伊勢原協同病院（鎌田修博病院長）では、８月７日に伊勢原消防署の職員立ち合い

のもと院内防災訓練を実施しました。今回の訓練では、夜間に病棟で火災が発生した

状況を想定し、初期消火の対応や患者役職員の避難誘導、現場での指揮を行いました。 

また、防災センターに臨時対策本部を立ち上げ院内全体への放送を実施し、有事の

際に迅速に情報を伝達できるよう取り組みました。 

避難誘導では車椅子による護送とストレッチャーやソフト担架による担送を行い

ました。緊急時に使用されるソフト担架は、迅速かつ安全に患者を搬送する為に設計

されており、搬送時の摩擦やショックを和らげる利点があります。使用方法や搬送方

法について確認し、消防職員より持ち上げ方や運ぶ際の指導を受けました。 

また、屋外で消火器訓練を行い、消火時の姿勢や使用法を確認しました。訓練後の

消防職員による講評では、避難開始までの準備にやや時間を要した点が課題として挙

げられました。あわせて、火災時に炎が天井まで達するまでの時間や消火器・消火栓

を迅速に使用する初期対応について解説があり、初期消火の重要性を再認識しました 

今後も訓練を実施し有事に備えてまいります。 

（石井朋華通信員）  

 

 ソフト担架による担送 

避難訓練の様子                    消火器訓練の様子 
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キャリア教育イベント メディカルツアー開催 
 

（ＪＡ岐阜厚生連・中濃厚生病院） 

中濃厚生病院（勝村直樹病院長）は、７月 29 日に、医療に関心を持つ中高生を対

象に、岐阜医療科学大学と連携し、地域医療の現場・大学教育への理解を深めること

を目的にした、キャリア教育イベント「メディカルツアー」を開催しました。 

少子高齢化による医療人材不足や医療福祉ニーズの多様化に向けた医療現場での

取り組みや仕事のやりがいについて、病院長はじめ病院職員が説明し、その後、放射

線治療機器や検査室を見学してもらいました。 

参加した高校生は「大学での学びとその後の働く現場の繋がりをイメージできて、

とても貴重な経験でした」と話していました。 

今後も当院では、このような地域貢献活動を積極的に行い、地域医療の担い手の確

保・育成に向けて取り組んでまいります。 

                           （寺師史華通信員） 

  

 

メディカルツアーの様子 
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令和７年度三重県厚生連研修医症例発表会の開催 
 

（ＪＡ三重厚生連） 

ＪＡ三重厚生連では８月８日、研修医の知識を深めるため、三重県厚生連研修医症

例発表会を開催しました。この研修医症例発表会は三重県厚生連の研修基幹病院の持

ち回りで毎年開催されており、今回は鈴鹿中央総合病院（北村哲也病院長）の主催で

行われました。 

鈴鹿中央総合病院 臨床研修責任者 村田哲也医師より「研修医に必要な臨床検査の

知識」をテーマに講演いただき、各研修基幹病院から研修医 24名（１年目 21名、２

年目３名）が参加しました。検査値の基本的知識の説明に真剣に耳を傾ける姿や、症

例検査データから病態を判断する時間ではゲーム感覚で楽しく取り組む姿が見られ

ました。 

                           （吉田英記通信員） 

 

発表会の様子 

 


